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第２回全体交流会（会員対象） 

色を楽しむ いやしのオブジェづくり 

12/4（日） ①10:00～ または ②11:00～ 

生涯学習センター講座室１（アミュービル６階） 

講師：牧野 伸恵さん 
 

（絵画指導スペシャリスト・アートセラピスト・カラーセラピスト） 

好きな写真のイメージを、さまざまな素材や色で表現します。 

触ってちぎって、ぺたぺたぺた…♪子どもも大人も自由に 

楽しめます。3歳くらいから 

 

 

 

 

  

 

 

 

地域の子どもの一時預かり(訪問)･送迎･病児保育などを行う 清瀬市ファミリー･サポート･センター事業 登録･年会費無料！ 

ファミリー・サポートきよせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年度第一回全 

秋～冬はさまざまな行事が盛りだくさん！ 

ファミリー・サポートきよせも「第２回全体交流会」を企画しました。「提供会

員さんにはどんな方がいらっしゃるんだろう、お会いしてみたい」そんな依頼会

員さんの声も耳にします。今回は簡単な工作。思い思いに作品作りに取り組みな

がら、会員同士が交流できる楽しいひと時です。依頼会員さんも提供会員さん

も、ぜひご参加ください。お会いできるのを楽しみにしています。 

【対 象】ファミリー・サポートきよせ会員（当日入会可・無料）  
【費 用】１００円（額代） 
【定 員】各回４０名程度  

【申 込】電話 ０４２－４９２-１１３９（平日９～１７時） 
     又は 右ＱＲから 申込受付 11/1～18 

■登録情報に変更があったときには、センターへご連絡ください。 

■ファミリー･サポートでは提供･両方会員さんに 5年に一度の救命講習の受講を推奨してい

ます。令和５年にはスキルアップ研修としても企画予定でおりますが、年に２度の保育サ

ービス講習会時にご参加いただくこともできます。支援ばかりでなく、ご自身の暮らし

の中でも役立つスキルですので、積極的な受講をお願いいたします。 

                

 



 

いくつかの班に分かれ、ファミサポの活動をしていて困ったこと、迷ったことを話し合いました。 

なにより、今、同じ気持ちの仲間とつどい、話ができることを、とても楽しいと感じました。 

ファミリー・サポートは、保護者や家庭の状況、支援の要望も多様化し、支援内容やしくみ、運営につ

いて、全国的にも過渡期を迎えていると言われています。今回のスキルアップ研修では日頃の活動のな

かでのちょっとした疑問、ヒヤッとしたことに対して、どう考えるか・どうしているかを 

気軽に話し合いました。 

 

 

 

 
 

【参加者感想】●いろいろな人の意見を聞くことができてよかったです。人数が少なかったことが残念で

す。ファミリー・サポートの支援の奥深さを改めて知ることができる良い機会でしたので、多くの人に参

加して欲しかったなと思いました。支援グッズありがとうございました。●今日はありがとうございまし

た。シンクの件も洗い物の件も、もう少しお話を聞きたかったです。●保育中に発熱、洗濯物、宅配トラ

ブル、ハプニングもいろいろ。原則や工夫など、深く考える機会になりました。またこのような場があれ

ば参加したいです。ありがとうございました。●一人で支援していると不安なことや、これでいいかなと 

いう疑問があるので、他の方のお話を聞けて安心しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は幼い頃からご近所の赤ちゃんや弟の面倒を見るのが大好きでした。将来の夢は「保育園の先生＆お母

さん」になる事。数十年後、その 2つの夢を叶え、６歳、９歳の男の子のお母さんになりました。 

まだまだ子育て真っ最中ではありますが、子ども達が小学校に行っている時間だけ、ファミリーサポー

ト、サブリーダーの活動をしています。新しい方々との出会いや、隙間時間に自分の好きな事が見つけら

れた事、微弱ではありますが、地域の方の力になれる事、沢山のやりがいを感じている今日この頃です。

今後も無理のない範囲で、活動ができたらと思っています。小島               

 

 

コロナ禍前から 
長く支援している。 
依頼報告などのルール
がお互いに慣れてきて
省略されていない 
かな。 

第 1 回スキルアップ研修会「事例検討会」報告 
 

日時：８月２４日(水) 9:30～12:00 

会場：生涯学習センター 講座室１ アミュービル 6F 

講師：小俣みどり（子育てネットワーク・ピッコロ理事長） 
 

 

 

 

 

 

お子さんの引き渡し
の時間が短く、検温
や必要なやり取りが
慌ただしい。 

職場の保護者と連絡 
がなかなかつかなかった。 
職場の配置換えで連絡
先が変わっていたようだ。
変更事項の報告は 
大切。 

支援中に、予期せ
ず、宅急便等がきた
時にはどうしている？ 

ファミサポは勉強を教え
ないことになっているけ
ど、夏休みの宿題など、
聞かれたときは、どうして
る？ 

家事支援をしない
ルールだけど、雨が
降ってきそうな時、
干してある洗濯物、
取り込んであげよう
かな、どうしよう？ 

サブリーダーさん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私が保育サービス講習会を受講したのは 2020 年の事でした。子育てで苦労した経験を何かの形で地域

の方々に活かしたいという気持ちになったのが受講のキッカケでした。どの講義も大変クオリティが高

く、とても勉強になったのを覚えています。また、ピッコロのスタッフの方々や受講生の方々がとって

も良い方達ばかりで温かい雰囲気の中、安心して受講する事ができました。現在我が子は２０歳と１６

歳ですが、子どもが小さい頃に講習を受けていたら、もっと子育てが楽だったのかなと感じました。提

供会員として初めて支援させていただいた時は緊張しましたが、お子さんがとても可愛くて、いつの間

にか一緒に遊ぶ事が楽しみになっていました。まだまだ保育経験は浅いですが、これからも地域の方が

安心して子育てできるよう私にできる事をやって行きたいです。どうぞよろしくお願い致します。仲俣 

 

サブリーダーさん 



保育サービス講習会受講生のみなさん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 27日第 2回保育サービス講習会の最終日を迎えました。 

また新しい仲間ができたこと、本当にうれしく思っています。 

どうぞよろしくお願いします♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年 10 月 31 日現在   

依頼会員 1,985 名 

提供会員 250 名 

両方会員 62 名 

合 計 2,297 名 

猛暑から急に冷え込んで「秋はどこへいった？」と思う

今日この頃ですが、「実りの秋」と言えば何を思い浮かべますか？さつま芋も

そのひとつ。先日お芋掘りに行きました。芋のツルを切るところから作業開

始。想像以上に大きなお芋をたくさん掘って、参加した子どもたちは大興奮で

した。その後は芋のツルで縄跳びしたり、収穫後の畑で走り回ったり。大人も

子どもも暖かい陽射しの中でのんびりした 1日、心のリフレッシュができまし

た。太陽や土、自然に感謝、作ってくれた人々に感謝です。ハロウィンで、街

にはカボチャが溢れていますが、我が家はさつま芋がいっぱい。何を作ろうか

な。アイディアあったら教えてください。 

【活動報告書から】 

秋の活動の様子を一部ご紹介。困ったことはありませんかとアドバイザ

ーから声をかけると、「楽しくさせていただいています」と提供会員さん 

から返ってきました。配慮と温かい気持ちが伝わってきます。 

 

●回数を重ねるとたくさんお話をしてくれるようになりました。大きな水たまりだねと 

喜んでいました。楽しく歩きました。元気をもらいます。（5才送迎） 

●公園のお砂場で工場づくり、木の下でお話、階段の下で空を見て雨雲 

をながめて過ごしました。（4才公園遊び） 

●パパからお預かりの時には何事もなく朝ごはんを食べていたのに、ふとした時に思い出して 

泣き始めました。昼食時はご機嫌でパクパク。かわいいなあ。（9 か月自宅預かり） 

●今日はお芋掘りがあったので一本持ち帰りました。帰り道、動物園に 

行く話、サッカー大会があることなど話してくれました。（5才送迎と預かり） 

●学童のお友達がお休みでがっくりしていました。雨が降ってきましたが傘があっ 

てよかったです。家で「マイクラ」を見せてくれました。（9才送迎と預かり） 

● 


